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□自然教室 

6 月 5 日（月）から 7 日（水）まで、１年生が自然教室に行ってきました。本校は生徒

数が多い関係で、三重県鈴鹿青少年センターで実施しました。 

 最終日以外は天候にも恵まれ、体調不良の生徒はいましたが、事故も大きなケガもなく、

無事に帰ってくることができ、安堵しているところです。保護者の皆様には、いろいろと

ご協力を頂き、ありがとうございました。 

 さて、旅行中には、様々な生徒の姿や言動が見られましたが、私が印象に残っているも

のの一部を綴ってみたいと思います。 

 

＜第１日目＞ 

 中学校体育館での出発式後に、バスで鈴鹿フラワーパークへ移動。

到着後に最初のプログラム「ハイキング」を開始しました。途中の

いくつかのチェックポイントを通過し、約 8km 先のゴール“鈴鹿

青少年センター”を目指します。スマホの地図アプリでは目的地ま

で１時間４０分と表示されます。班毎に出発したものの、地図を読

むのに四苦八苦し、思ったようにスムーズには進みません。とりあ

えず前を進む別の班についていくという消極的な作戦が失敗し、多

くの班がコースを間違え、大きな時間ロスを余儀なくされました。

何とか全員がゴールに到着できましたが、「地図を正しく読む」「自

分たちで判断する」「班で協力する」ことの大切さを痛感したハイキ

ングでした。しかし、途中、人に出会ったら気持ち良い挨拶をしよ

う！という行動目標はしっかりでき、地域の方から「気持ちの良い生徒さんですね！」と

褒められ嬉しくなった校長先生でした。 

 ゴールの青少年センターでは、持参した弁当を食べ、エネルギー補給した後はクラスマ

ッチ。２種目実施しましたが、生徒は元気そのもの！結局すごい運動量をこなしました。 

 夜のプログラムは、「家族への手紙」。普段は手紙を書くことも少

ないし、家族に素直な気持ちを伝えることもしないので、この機会

に家族に感謝の気持ちを「手紙」で伝えるという企画。しかし、こ

こでサプライズ！実は、事前におうちの方に生徒宛の手紙をお願い

してありました。その手紙を渡すと、静かに目を通し、家族からの

思いに感極まり涙を流す生徒も少なくはありませんでした。それから書き始めた「家族へ

の手紙」。生徒の思いがしっかり綴られた手紙となり、郵便で家族に届けられました。 

 

＜第２日目＞ 

 ２日目のスタートは、野外炊飯。メニューは定番のカレーライスを作りました。食料係、



用具係、まき係、かまど係がそれぞれの役割をこなし、おいしいカレーが完成！私も相伴

に預かりましたが本当に美味でした！満腹になった後は後片付け。食器洗いやごみの始末

だけでなく、事前に鍋には煤（すす）を防ぐ準備はしているものの、かまどで火にかけれ

ばやはり真っ黒！これをきれいにするのは本当に大変。かまどの灰や炭の片づけもしっか

り行い、ここでも丁寧な作業はセンターの方に褒められました。 

 午後はオリエンテーリング。センター内で地図を使ってチェックポイントを捜し、クイ

ズに答えます。しかし、ここでも大きな落とし穴、ゴールはスタート地点とは別な場所。

残り時間わずかで、あわてて正しいゴール地点に移動する班がいくつも…。制限時間オー

バーの班はありましたが、予定時間内にプログラムは終了。 

 夕食・入浴後はキャンドルセレモニー。前半は「火の集い」。厳粛なキャンドルでの儀式。

後半は楽しい宴「交流の集い」。どこにそのパワーがあるのかと思うほど大盛り上がりでし

た。セレモニー後はナイトウォーク。星を見ることはできなかったけど、しっとりとした

時間を過ごしました。 

 

 

＜第３日目＞ 

 最終日は、創作活動。皆で協力して教室に掲示する大きな学級目

標をちぎり絵で作製。学校に戻って掲示されるのが楽しみです。 

 いよいよ青少年センターを去る時間が近づき、３日間お世話にな

ったリネンの片づけと部屋・館内の清掃。入所した時よりもきれい

な部屋になったようでした。退所式でセンターの方々にお礼を述べ、

一路朝明中学校へ。「家へ帰るまでが自然教室」の言葉通り、無事

に家路についてくれました。 

 

 こうして、自然教室は終わりましたが、胸を張って「これを頑張った！」といえる活動

や行動があったと確信できる３日間でした。また、多くの生徒の仲間を思いやる優しい気

遣いや配慮、正義感を目にすることもできました。 

 逆に上手くいかなかった点は、「なぜ上手くいかなかったか？」しっかり振り返り、「次

回はどうしたら良いか？」準備をしておいてください。また、この３日間で「班や学級・

学年の中に、嫌な思いをした生徒がいなかったか？」も、その人の立場になって考え、全

員が楽しい学年・学校を目指してください。皆さんならできるはずです。 

 

# 中学校は大人になるための訓練の場 

# 訓練の場だから前向きな失敗はしても良い 

# 失敗を活かしてネクストチャレンジは成功を目指そう！ 

# YDK（6/8 自然教室解散式でのキーワード） 


